
 

 

報道関係各位 

2024 年 4 月 18 日 

東京理科大学 

 

情報系分野を担う「デジタル人材」の育成を主眼とした 

学部・学科の新設について（設置構想） 

 

東京理科大学（学長：石川正俊）は、2031 年に迎える創立 150 周年に向けて掲げた「世界の

未来を拓く TUS」実現に向けた施策を進めております。今般、科学技術の発展に寄与し国際社

会に貢献していくことを目的に、情報系分野を担う「デジタル人材」の育成を主眼とし、新たな

時代に即した最先端の情報科学技術を担う人材の育成を目指す「創域情報学部」、並びに、情報

化社会において、高度な科学技術を広く一般に伝える人材を輩出することを目指す理学部第一部

「科学コミュニケーション学科」を、2026 年 4 月に設置することを計画しています。 

 

１．設置の背景 

現在の情報化社会において、情報科学技術は社会の変革を牽引し、様々な分野で重要な基盤技

術となっています。人工知能をはじめとした情報科学技術は進歩が目覚ましく、関連する教育・

研究の基盤整備が急務です。本学ではこれまでも、多様な分野それぞれにおいて必要な情報科学

技術の活用を推進するとともに、全学的にも情報科学技術の教育基盤を整備してまいりました。 

今回、これらの整備を継続的に強化するとともに、新たに組織再編を伴う改革として学部・学

科の新設を計画しました。 

今般新設する「創域情報学部」では、最先端の情報科学技術分野の教育・研究を強化すること

により、当該分野自体の高度化やイノベーションを創出するとともに、共創を通じ、情報科学技

術を応用する各分野の発展を牽引することを目指します。 

同じく新設する理学部第一部「科学コミュニケーション学科」では、細分化され複雑化する科

学技術が社会の理解を得て活用される社会を実現するため、情報技術を活用し、科学技術を広く

一般に「伝える」人材の輩出を目指します。 

今般の学部学科新設により、先端的な情報科学技術を強化するとともに、すそ野を広げること

を見据え、全学的な情報系人材の育成を多面的かつ強力に推進します。 
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２．新設する学部・学科のポイント 

（１）野田キャンパスに「創域情報学部」を新設 

  ～本学では 1993 年の経営学部以来、33 年ぶりとなる学部の新設～ 

：創域情報学部は、最新の AI や量子コンピューティングをはじめ、データの分析・運用を

扱うデータインテグレーションから、高度な ICT を実現するコンピューティングまで、先

端的な情報系分野を網羅し、積み上げ型だけではない研究手法によって、情報系分野の発展

を加速させていきます。また、情報系分野における横断的な知識を媒介として、他分野と広

く結びつくことによって、社会価値の創出に向けた革新的技術を世界に向けて発出します。 

この使命とともに、新しい領域を創造し、新たな価値を創出する「創域」の理念のもと、

学問分野の垣根を超えて、融合教育・連携研究を推進し、情報科学技術を基盤として、まっ

たく新しい領域を切り拓くことができる「専門人材」と、あらゆる分野に新たな価値を生み

出す「融合人材」を輩出します。 

創域情報学部には、情報理工学科の１学科を設置しコース制を導入することで、学生が入

学後に自分の進むべき分野を見定め、主体的に学修を進めることが可能となります。 

コンピューティングを扱う「コンピュータ科学コース」・「知能メディアコース」、並びに、

データ分析・運用を扱う「データ科学コース」・「社会システムコース」の計 4 コースの設置

を構想しています。 

 

名称 創域情報学部 情報理工学科（仮称） 

定員 入学定員 360 名（収容定員 1,440 名） 

授与する学位 学士（情報学） 

開設時期 2026 年４月 

設置場所 東京理科大学 野田キャンパス 

  

（２）神楽坂キャンパス・理学部第一部に「科学コミュニケーション学科」を新設 

 ～我が国唯一の科学コミュニケーションを冠する学科の新設～ 

  ：科学コミュニケーション学科の特長は、本学が積み重ねた教科に関する専門知識を基盤に、

「情報・データサイエンス」「サイエンスコミュニケーション」などの新たな分野の知識を

組み合わせ、高度な「科学」を広く一般に「伝える」能力を持つ人材を育成することです。 

   前身である東京物理学講習所（後の東京物理学校）の創立以来受け継がれる教員養成の伝

統を持つ本学にとって、中等教育で「科学」を「伝える」ことができる次代の人材を育成し

ていくことも大学としての使命と考えています。今般新設する科学コミュニケーション学科

は、「情報・データサイエンス」「STEM/STEAM」「サイエンスコミュニケーション」「教育

工学・学習科学」など現代社会に必要となる知識・能力と、本学が今まで培ってきた理数教

科に関する深い専門知識をバランス良く組み合わせながら、高度な「科学」を広く一般に「伝

える」能力とともに、情報技術の活用、科学的な見方や考え方、デジタル社会に主体的に対

応できる能力に加え、他者と協調し、学び、教えるというコミュニケーション能力の涵養を

目指します。 



   また、情報系分野を含む科学（理学）の普及（教育・発信）を担う人材の育成を目的とし、

理学研究科 科学教育専攻への接続及び教職教育センターとの連携も見据えておりますが、

卒業後の進路としては、教育機関に限らず、官公庁・教育産業・メディア・科学館等や教育・

情報分野のスタートアップ企業など幅広く想定しています。 

 

名称 理学部第一部 科学コミュニケーション学科（仮称） 

定員 入学定員 80 名（収容定員 320 名） 

授与する学位 学士（理学） 

開設時期 2026 年４月 

設置場所 東京理科大学 神楽坂キャンパス 

 

３．備考 

・創域情報学部の設置に伴い、既存の創域理工学部情報計算科学科（入学定員：120 名）及び経

営システム工学科（入学定員：110 名）は 2025 年度入学者を最後に募集停止し、新設学部に

定員を移行します。再編に関連するその他の学科の定員変更については、別紙をご参照くだ

さい。 

・本計画は構想中であり、内容は変更となる可能性があります。再編の詳細につきましては、順

次、ホームページ等でお知らせいたします。 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

東京理科大学 経営企画部 広報課 

TEL：03-5228-8107（常盤・木村・野中） 

MAIL：koho@admin.tus.ac.jp 

mailto:koho@admin.tus.ac.jp


 

（別紙）定員変更の概要 
 
 １．学部・学科再編について（2026 年 4 月実施構想） 
  ①神楽坂キャンパスに理学部第一部「科学コミュニケーション学科」（入学定員：80 名）を

新設する。 
②野田キャンパスに「創域情報学部」および「情報理工学科」（入学定員：360 名）を新設
する。 

③野田キャンパス 創域理工学部の学部・学科の定員を変更する。 
既存の情報計算科学科、経営システム工学科については 2025 年度入学者を最後に募集停
止し、新設学部に定員を移行する。またあわせて数理科学科の入学定員を 100 名（現行定
員 90 名＋10 名増員）、電気電子情報工学科の入学定員を 130 名（現行定員 150 名－20 名
減員）に変更する。 

  
２．23 区内に設置されている各学科の減員について（2033 年 4 月実施構想） 

2028 年度まで施行されている東京 23 区内の大学定員増を抑制する規制について、高度な
デジタル人材については産業界からのニーズが極めて高いことから、定員増実施年度から 7
年後に増員前の入学定員に戻すことを前提として、理学・工学分野の情報系学部・学科に限
定した規制緩和の例外措置が講じられている。その例外措置要件に対応するため、理学部第
一部の新学科設置から 7 年後の 2033 年度に下表のとおり 23 区内に設置されている各学科
の定員を減員する。 

 
 定員推移表（2025～2033） 

 
 
 
※本計画は構想中であり、内容は変更となる可能性があります。 

0年目 1年目 8年目 0年目 1年目 8年目 0年目 1年目 8年目
2025年度 2026年度 2033年度 2025年度 2026年度 2033年度 2025年度 2026年度 2033年度
R7年度 R8年度 R15年度 R7年度 R8年度 R15年度 R7年度 R8年度 R15年度

数学科 115 115 110 建築学科 110 110 110 数理科学科 90 100 100

物理学科 115 115 110 工業化学科 110 110 110 先端物理学科 100 100 100

化学科 115 115 110 電気工学科 110 110 110 情報計算科学科 120 0 0

応用数学科 120 120 110 情報工学科 110 110 110 生命生物科学科 110 110 110

応用化学科 120 120 110 機械工学科 110 110 110 建築学科 120 120 120
科学コミュニケーション学科 80 80 工学部　計 550 550 550 先端化学科 120 120 120

理学部第一部　計 585 665 630 電子システム工学科 115 115 110 電気電子情報工学科 150 130 130

数学科 120 120 120 マテリアル創成工学科 115 115 110 経営システム工学科 110 0 0

物理学科 120 120 120 生命システム工学科 115 115 110 機械航空宇宙工学科 130 130 130

化学科 120 120 120 物理工学科 115 115 110 社会基盤工学科 110 110 110

理学部第二部　計 360 360 360 機能デザイン工学科 115 115 110 創域理工学部　計 1,160 920 920

経営学科 180 180 170 先進工学部　計 575 575 550 情報理工学科 360 360
ビジネスエコノミクス学科 180 180 170 薬学科 100 100 100 創域情報学部　計 360 360

国際デザイン経営学科* 120 120 120 生命創薬科学科 100 100 100 野田キャンパス　計 1,160 1,280 1,280

経営学部　計 480 480 460 薬学部　計 200 200 200 合計 3,910 4,110 4,030

神楽坂キャンパス　計 1,425 1,505 1,450 葛飾キャンパス　計 1,325 1,325 1,300 （23区内計） 2,630 2,710 2,630
*国際デザイン経営学科の1年次は北海道・長万部キャンパスを利用

入学定員 入学定員 入学定員
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